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職
業
奉
仕
月
間
・
米
山
月
間 

平
成
20
年
10
月
23
日
（
木
） 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

68
名 

出
席
計
算
数 

68
名
中
50
名
出
席 

出
席
率
83
・
33
％ 

前
々
回
出
席
率
87
・
93
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 指 

揮 

者 

吉
田 

憲
一 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

米
山
記
念
奨
学
生 

 
 
 
 

徐 
 

冬
梅 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

上
山
さ
ん
の
入
会
を
祝
っ
て
。
小
澤 

幸
男 

本
日
入
会
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

上
山 

和
彦 

徐 

冬
梅
さ
ん
、
卓
話
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
沼 

 
操 

上
山
さ
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

草
野 

勝
彦 

ア
メ
リ
カ
研
修
で
例
会
を
２
回
欠
席
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

吉
田 

憲
一 

ゴ
ル
フ
さ
ぼ
っ
て
ば
か
り
で
ご
め
ん
な
さ
い
。

尾
上 

 

昇 

ゴ
ル
フ
例
会
休
み
で
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

杉
浦 

令
淑 

一
年
で
一
番
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

木
村 

光
徳 

と
う
と
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。 

渡
辺 

剛
男 

中
日
第
一
戦
お
め
で
と
う
。 

湯
山 

淳
三 

１
勝
１
杯
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
応
援
し
て
下
さ
い
。
阪
神
は
来
年
頑
張

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

出
口 

 

忍 

誕
生
月
で
す
。
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
絶
対
に

日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出
し
ま
す
。
大
原 

敏
正 

１
９
４
３
年
生
ま
れ
。
今
月
10
月
に
て
、
満

65
才
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。 

荻
巣 

賢
二 

家
内
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 

太
田 

 

裕 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 
 

日
比
野
芳
丈 

  

卓 

話 

米
山
記
念
奨
学
生 

徐 
 

冬
梅 

チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
イ
ー 

（
章
子
怡
）
と
グ
ロ 

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

―
映
画
女
優
の
イ
メ

ー
ジ
を
め
ぐ
る
越
境
的
な
文
化
形
成
― 

本
研
究
は
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
国
境

を
越
え
、
消
費
さ
れ
た
中
国
人
女
優
章
子
怡

（
チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
イ
ー 

以
下
チ
ャ
ン
）
の
視

覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
問
題
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
近

年
、
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
の
飛
躍
的
な
発
展
と
多
国
籍
メ
デ
ィ
ア
企

業
の
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
一
層
進
展
し
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
背
景
の
も
と
で
、
合
作
映
画
が
頻

繁
に
行
わ
れ
、
そ
し
て
中
国
の
人
気
女
優
チ

ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
数
多
く
の
国
内
外
の
映

画
、
広
告
、
新
聞
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
国
際
的
な
注
目
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
、
イ
メ
ー
ジ

の
持
つ
越
境
性
に
、
国
家
、
民
族
、
言
語
、

文
化
の
相
違
を
乗
り
越
え
て
、
文
化
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
は
国

際
的
な
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方

で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』

に
出
演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

論
争
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
彼
女
を
め
ぐ

る
論
争
は
一
体
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
映
画
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
製
作
傾
向
に
合
わ
せ
て
、
ス

ク
リ
ー
ン
上
に
登
場
す
る
チ
ャ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
映
画
に
描
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ

表
象
は
歴
史
、
時
代
、
文
化
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

ま
ず
、
チ
ャ
ン
の
個
人
史
と
中
国
の
制
度

史
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
チ
ャ
ン
を
国
際

的
な
映
画
女
優
と
し
て
生
み
出
し
た
の
か
を

検
討
す
る
。
具
体
的
に
、
三
つ
の
側
面
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

第
一
に
、
チ
ャ
ン
の
個
人
史
を
確
認
し
て

お
く
。
チ
ャ
ン
は
中
国
の
改
革
開
放
後
の
１

９
７
９
年
、
北
京
の
普
通
の
家
庭
で
生
ま
れ

た
。
１
９
８
７
年
、
彼
女
が
８
歳
の
時
に
、

北
京
宣
武
区
少
年
宮
で
舞
踊
を
勉
強
し
始
め

た
。
三
年
後
の
１
９
９
１
年
に
北
京
舞
踊
学

院
附
属
中
学
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
、
中
央

戯
劇
学
院
に
入
学
す
る
こ
と
が
チ
ャ
ン
の
成

功
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
競
争
意
識
の
向
上
、
デ
ビ
ュ
ー
機
会

を
創
出
、
映
画
監
督
と
の
出
会
い
な
ど
諸
要

素
は
チ
ャ
ン
を
国
際
映
画
ス
タ
ー
に
す
る
役

割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
て
い
た
映
画
ス
タ
ー

周
潤
發
（
チ
ョ
ウ
・
ユ
ン
フ
ァ
）、
楊
紫
瓊
（
ミ

シ
ェ
ル
・
ヨ
ー
）、
張
震
（
チ
ャ
ン
・
チ
ェ
ン
）

と
共
演
し
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
、
韓
国
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
な
ど
、
数
多
く
の
外
国
映
画
や

世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｃ
Ｍ
、
例
え
ば
花
王
ア

ジ
エ
ン
ス
（
２
０
０
３
〜
０
６
）、
メ
イ
ベ
リ

ン
（
２
０
０
７
）
な
ど
に
出
演
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
チ
ャ
ン
の
国
際
映
画
ス
タ
ー
の
地

位
を
確
立
し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

第
二
に
、
中
国
の
映
画
産
業
の
変
容
と
の

関
連
を
見
て
い
き
た
い
。
80
年
代
中
期
以
降
、

中
国
の
映
画
製
作
は
「
世
界
へ
の
接
軌
」（
世

界
に
レ
ー
ル
を
繋
ぐ
）
と
い
う
意
識
を
持
ち

な
が
ら
、
計
画
経
済
の
枠
か
ら
逸
脱
し
、
市

場
に
入
り
込
む
と
い
う
一
連
の
変
化
が
起
こ

っ
た
。
そ
の
一
つ
が
製
作
形
態
の
変
化
で
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、
映
画
製
作

の
投
資
規
模
が
拡
大
し
、
市
場
を
世
界
に
求

め
る
の
が
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
こ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
背
景
の
下
で
、
チ
ャ

ン
は
国
籍
、
人
種
を
超
え
、
国
際
的
な
活
躍

を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
行
に
伴
っ
て
、
映
画
配
給
、
発
行
も
徐
々

に
、
市
場
経
済
型
へ
と
切
り
替
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
内
の
制
限
か
ら
の
脱

出
、世
界
に
中
国
映
画
の
道
を
拓
く
た
め
に
、

監
督
ら
が
積
極
的
に
映
画
祭
に
参
加
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
。
更
に
、
映
画
作
品
が
商
業

化
の
操
作
方
式
に
の
っ
と
り
、
映
画
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
視
す
る
こ
と
。
近
年
、

多
く
の
映
画
監
督
が
映
画
の
大
衆
性
、
商
業

性
を
再
び
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
映
画
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
始
め
た
。 

第
三
に
、
中
国
の
政
治
、
経
済
、
教
育
の

状
況
と
チ
ャ
ン
の
海
外
進
出
と
の
関
連
に
注

目
す
る
。一
つ
は
、多
国
籍
企
業
の
増
加
が
、

中
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
も
う
一
つ

は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
中
国
映
画
市
場
へ
の
注

目
と
、
中
国
側
の
海
外
進
出
戦
略
と
の
関
連

で
あ
る
。 

以
上
の
よ 

う
に
、
チ
ャ 

ン
の
個
人
的 

な
魅
力
に
限 

ら
ず
、
む
し 

ろ
グ
ロ
ー
バ 

ル
化
に
伴
っ 

た
、
中
国
映 

画
産
業
の
世 

界
化
、
ま
た
、 
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社
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急
激
な
変
化
な
ど
が
彼
女
を
国
際
的
な
映
画

ス
タ
ー
と
し
て
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
う
。 

次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
合
わ
せ
て
、
チ

ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
映
画
作
品
分

析
を
行
う
。 

チ
ャ
ン
が
出
演
す
る
作
品
の
全
体
像
を
掴

む
。
そ
の
上
、
チ
ャ
ン
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
初

恋
の
き
た
道
』（
１
９
９
９
）
に
お
け
る
伝
統

的
な
中
国
女
性
像
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
映
画

製
作
傾
向
に
あ
わ
せ
て
、
作
り
出
さ
れ
た
合

作
映
画
『
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
』（
２

０
０
０
）
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
表
象
分
析
を

行
い
、
チ
ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
表
象
が
ど
の
よ

う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
、
変
容
さ
れ
て
き

た
の
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
、
２
０
０

５
年
に
出
演
す
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
Ｓ
Ａ

Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
表
象
を
分

析
す
る
。一
つ
の
方
法
は
、『
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』

（
２
０
０
５
）
と
『
初
恋
の
き
た
道
』（
１
９

９
９
）
ま
た
『
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
』

（
２
０
０
０
）
と
の
違
い
と
共
通
点
を
分
析

す
る
。
同
様
に
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
上

げ
て
、
映
像
化
さ
れ
た
作
品
だ
が
、
そ
の
時

代
の
痕
跡
が
作
品
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
そ

の
中
、
チ
ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
映
画
『
初
恋

の
き
た
道
』
に
お
け
る
伝
統
的
な
女
性
イ
メ

ー
ジ
か
ら
逸
脱
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、『
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
』
の
海

外
の
映
画
市
場
を
目
指
す
た
め
に
、
中
国
の

カ
ン
フ
ー
文
化
を
一
種
の「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
」

な
も
の
と
し
て
、
映
画
化
さ
れ
た
も
の
と
し

た
と
同
様
に
、
知
名
度
の
高
い
中
国
人
女
優

チ
ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
利
用

し
、
日
本
文
化
を
一
種
の
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
」

な
も
の
と
し
て
生
産
し
、
消
費
し
た
。
そ
こ

に
西
洋
中
心
的
な
構
図
が
見
出
さ
れ
る
。
も

う
一
つ
の
方
法
は
、
映
画
に
登
場
す
る
二
人

の
女
優
の
イ
メ
ー
ジ
表
象
の
比
較
を
行
う
。

つ
ま
り
、
１
９
４
０
年
代
、
日
本
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
映
画
、
い
わ
ゆ
る
「
大
陸
三
部
作
」

で
中
国
人
の
役
を
演
じ
る
日
本
人
女
優
李
香

蘭
（
山
口
淑
子
）
の
イ
メ
ー
ジ
表
象
と
日
本

の
伝
統
文
化
を
取
り
上
げ
、
映
像
化
さ
れ
た

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』（
２
０

０
５
）
に
お
け
る
チ
ャ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
比

較
す
る
。
違
う
時
代
に
お
け
る
二
人
の
イ
メ

ー
ジ
表
象
が
異
な
る
点
を
多
く
持
つ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、三
つ
の
共
通
点
を
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
第
一
に
指
摘
す
る
べ
き
は
、
イ
メ
ー
ジ

の
擬
装
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
転
換
で

あ
る
。
言
語
、
化
粧
、
衣
装
、
振
る
舞
い
な

ど
を
通
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
虚
構
の
う
ち
に

作
り
上
げ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
変
換

を
自
然
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

二
に
、『
支
那
の
夜
』（
１
９
４
０
）
と
『
Ｓ

Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』（
２
０
０
５
）
に
お
け
る
女
優

が
登
場
す
る
シ
ー
ン
の
設
定
と
成
長
す
る
パ

タ
ー
ン
を
比
較
し
て
、
二
人
の
女
性
と
も
貧

困
と
無
秩
序
、
野
生
に
近
い
生
き
物
と
し
て

登
場
さ
せ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品

に
お
け
る
女
性
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に

似
た
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
男

性
が
支
配
側
、
教
育
側
と
位
置
づ
け
、
逆
に

女
性
は
支
配
さ
れ
る
側
、
教
育
さ
れ
る
側
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
映
画
に
お

け
る
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
双
方
と
も
に
「
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
点
が

共
通
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

の
時
代
、
映
画
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
産
の
傾

向
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
植
民
地
時

代
に
お
い
て
、
女
性
イ
メ
ー
ジ
の
表
象
の
類

似
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

女
性
は
受
動
的
、
従
属
的
な
立
場
に
な
っ
て

お
り
、
政
治
的
、
経
済
的
な
不
均
衡
が
そ
う

し
た
イ
メ
ー
ジ
を
女
性
に
強
い
る
と
い
う
支

配
の
構
図
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る

だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
映
画
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
、
主
に

広
告
、
新
聞
、
雑
誌
に
登
場
す
る
チ
ャ
ン
・

ツ
ィ
イ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
言
説
を
分

析
す
る
。
例
え
ば
、
映
画
『
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』

（
２
０
０
５
）
の
中
国
国
内
の
上
映
が
禁
止

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
め
ぐ
る
中
国
と
海
外
の

言
説
を
比
較
し
て
、女
優
イ
メ
ー
ジ
と
歴
史
、

時
代
、文
化
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
中
国
の
国
内
の
批
評
家
や
フ
ァ
ン
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
る
彼
女
に
対
す
る
賛
否
両
論

を
通
し
て
、
彼
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
文
化
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
。

ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
代
表
雑
誌『
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
』、

『
新
聞
週
間
』
の
批
評
等
を
比
較
し
て
、
彼

女
の
イ
メ
ー
ジ
評
論
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
通
し

て
、
国
家
間
の
政
治
的
、
地
政
的
、
経
済
的

な
不
均
衡
性
を
深
く
検
討
す
る
。 

 

新
入
会
員
挨
拶 

上
山 

和
彦 

こ
の
度
、
草
野
勝
彦
様
の
ご
紹
介
で
名
古

屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ 

オ
メ
イ
ト 
東
海
支
店
の
上
山
和
彦
と
申
し

ま
す
。 

事
業
所
並
び
に
名
古
屋
で
の
住
い
（
単
身 

赴
任
）
共
に
、
前
任
長
野
さ
ん
の
後
に
入
っ

て
い
ま
す
。
大
阪
勤
務
が
長
く
名
古
屋
は
９

年
半
ぶ
り
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
自
宅
は
三

重
県
松
阪
市
美
濃
田
大
仏
様
の
隣
で
、
妻
と

両
親
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
長
男
は
大
阪
の

会
社
員
、
次
男
は
長
野
で
大
学
生
活
６
年
目

と
な
り
ま
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
の
も
と
、
微

力
で
も
社
会
奉
仕
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

上

山

和

彦 

Ｕ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 
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Ｓ
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10
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情
報
流
通
サ
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ビ
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
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Ｃ
Ｉ
Ｒ
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Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
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Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
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事

業

所 

／ 

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト 

東
海
支
店
長 

〒
４
６
０-

０
０
０
８ 

中
区
栄
５-

12-

13
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
ビ
ル 

自

宅 

／  

〒
４
６
４-

０
０
５
７ 

千
種
区
法
王
町
１-

９-

２ 

ベ
ル
コ
ー
ト
法
王
１
０
４ 

委

員

会 

／ 

社
会
奉
仕
委
員
会 

親
睦
活
動
委
員
会 

 

『
友
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
報 

   

２
０
０
８
年
10
月
21
日 N

o
.3
5
5
 

国
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
Ｒ
Ｉ
会
長
が
講
演 

李
東
建
Ｒ
Ｉ
会
長
は
、
９
月
25
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
潘
基
文
国
連
事
務
総

長
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
20
年
間
の
ポ
リ

オ
撲
滅
活
動
に
お
け
る
ロ
ー
タ
リ
ー
と
国
連

の
協
力
関
係
を
称
賛
し
ま
し
た
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
主
要
な
政
府
や
民
間
の

リ
ー
ダ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。
李
会
長
は
ポ 

リ
オ
を
撲
滅
し
、
よ
り
健
康
的
で
平
和
な
世

界
を
築
く
た
め
に
国
連
に
協
力
し
て
い
く 

と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
姿
勢
を
再
び
強
調
。

保
健
と
教
育
に
関
す
る
分
科
会
で
は
「（
ポ
リ

オ
と
い
う
）
病
を
根
絶
し
、
国
連
の
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（M

ille
n
n
iu
m
 D
e
v
e
lo
p
 

-m
e
n
t G
o
a
ls

／
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
４
番
目『
幼

児
死
亡
率
の
削
減
』
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ロ
ー
タ
リ
ー
は
世
界
中
の
人
々
を
団
結
へ
と

導
き
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

講
演
者
に
は
そ
の
ほ
か
、
ビ
ル
・
ア
ン
ド
・

メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
共
同
理
事
長
の
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
の
松

浦
晃
一
郎
氏
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
の
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
氏
ら
が
参
加
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
各
国
政
府
の
指
導
者
、
慈
善
団
体
、

開
発
機
関
の
幅
広
い
連
携
が
築
か
れ
、
２
０

１
５
年
年
ま
で
に
貧
困
や
飢
餓
、
疾
病
な
ど

を
大
き
く
減
ら
す
と
い
う
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

★
『
ロ
ー
タ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
』
日
本
語
Ｈ
Ｐ 

h
ttp
://w
w
w
.ro
ta
ry.o
r.jp
/c
o
n
te
n
ts.h
tm
l 

 

 

11
月
１
日
（
土
）
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン 

於 

名
城
公
園 

10
時
受
付
開
始 

★
応
援
・
差
入
れ
大
歓
迎
（
メ
イ
ク
に
な
り
ま
す
。） 

11
月
６
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

広
報
委
員
会 

杉
本 

英
夫 

・ 

木
村 

光
徳 

加
藤
巳
千
彦 

・ 

北
川 

晶
邦 

佐
々
木 

功 


